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vol.528 月 26 日（日）、高野山中学校で高野町町制施行 90 周年・富貴村合併 60 周

年記念事業として『平成 30 年夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会』が開催
されました。

早朝より約 400 人の皆さんにご参加いただき、体操指導の岡本 美佳先生・
ピアノ演奏の名川 太郎先生による準備運動を兼ねた体操指導と歌唱指導が行
われ、午前 6 時 30 分からの本番では、参加者全員明るい表情でのびのびと体
を動かし、爽やかな青空のもと「いち、に、さん！」と元気な声が響き渡り、
ラジオを通じ高野町の元気を全世界に届けました。

平成 30年夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会
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高
野
町
交
流
ひ
ろ
ば

11
月
3
日
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11
月
5
日　

町
民
文
化
祭

11
月
18
日　

高
野
山
少
年
柔
道
大
会

11
月
26
日

　
大
人
の
サ
ン
わ
く
学
in
兵
庫

相あ
い

ノの

浦う
ら

口ぐ
ち

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
俳

句
・
川
柳
な
ど
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
掲
載
希
望
の
方
は
企
画

公
室
企
画
広
報
係（
☎
56
︱
２
９
３
２
）ま
で
！

台
風
が
ガ
ラ
ス
戸
倒
し
過
ぎ
行
け
り
　
　

　
　
　
森
口
　
妙
子

ホ
ッ
プ
摘
む
青
き
空
よ
り
垂
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岡
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好
民

苔
む
せ
る
墓
石
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語
る
秋
彼
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堂
本
　
洋
子

名
月
を
親
子
三
代
眺
め
け
り
　
　
　
　
　

　
　
　
中
垣
内
富
貴
代

米
寿
来
て
祝
い
の
膳
の
初
さ
ん
ま
　
　
　

　
　
　
下
仲
　
里
美
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11月の主な行事

今
月
の
俳
句
（
富
貴
俳
句
会
）

相
ノ
浦
口
は
高
野
七
口
の
一
つ
で
す
。
高
野
山
の
南
谷
に
通
じ
て
い

ま
す
。
相
ノ
浦
口
か
ら
南
へ
向
か
う
道
が
相
ノ
浦
道
で
、
約
6
㎞
歩
く

と
相
ノ
浦
の
集
落
に
着
き
ま
す
。
途
中
、
標
高
１
０
０
０
ｍ
ほ
ど
の
笠

松
峠
を
経
ま
す
。
こ
の
道
は
相
ノ
浦
と
高
野
山
を
結
ぶ
最
短
の
道
で
あ

り
、
山
林
で
の
作
業
や
物
資
を
運
ぶ
ル
ー
ト
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
高
野
七
口
の
う
ち
で
は
こ
の
道
を
利
用
す
る
人
は
最
も
少
な
か
っ

た
よ
う
で
、詳
細
な
資
料
や
石
仏
等
も
残
っ

て
お
ら
ず
、
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
道

で
す
。

江
戸
時
代
の
『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
に

は
登
山
七
路
の
一
つ
と
し
て
「
南
谷
に
あ

り
、
相
浦
村
迄
四
十
余
町
、
此
道
当
山
南

方
の
入
口
に
し
て
、
相
浦
郷
よ
り
登
詣
す
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
7
年
（
１
８

７
４
）
の
地
図
に
は
相
ノ
浦
の
集
落
か
ら

北
へ
向
か
う
道
が
描
か
れ
、
こ
の
当
時
も

主
要
道
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）

明治7年「相ノ浦村図面」（『高野町の昔と今』より）
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あ
ら
ゆ
る
宗
教
に
と
っ
て
儀
式
は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
人
々
の
信
心
を

目
に
見
え
る
行
動
と
し
て
表
わ
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
神
仏
に
祈
り
を
届
け
、
そ

の
功
徳
を
い
た
だ
く
。
神
仏
と
私
た
ち

を
つ
な
ぐ
も
の
が
、
宗
教
儀
式
で
す
。

真
言
密
教
に
は
数
多
く
の
宗
教
儀
式
が

伝
わ
っ
て
お
り
、
高
野
山
で
は
、
壇
上

伽
藍
を
中
心
に
年
間
一
五
〇
近
く
も
の

法
会
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の

中
で
も
最
も
重
要
な
儀
式
と

し
て
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
の

が
、“
灌
頂
”
で
す
。
か
つ

て
イ
ン
ド
に
お
い
て
国
王
が

即
位
す
る
と
き
、
四
大
海
の

水
を
頭
の
頂
に
注
ぐ
儀
式
が

あ
り
、
そ
れ
が
密
教
に
取
り

入
れ
ら
れ
「
密
教
の
法
灯
を

継
承
す
る
者
に
対
し
て
、
仏

さ
ま
の
智
慧
の
水
を
注
ぐ
」

と
い
う
宗
教
儀
式
と
し
て
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。
数
千
年
の

時
を
経
て
、
幾
つ
も
の
国
を

越
え
、
今
に
生
き
る
私
た
ち

に
ま
で
伝
わ
っ
た
の
が
、
密

教
の
最
高
厳
義
で
あ
る
灌
頂

な
の
で
す
。

灌
頂
に
も
様
々
な
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
特
に
有
名
な

も
の
が
、
毎
年
春
秋
に
壇
上
伽
藍
・
金

堂
で
執
り
行
わ
れ
る
結
縁
灌
頂
で
す
。

そ
の
名
が
示
す
と
お
り
、
私
た
ち
と
仏

さ
ま
と
の
ご
縁
を
結
ぶ
灌
頂
で
あ
り
、

私
た
ち
の
中
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
仏

さ
ま
の
心
・
仏
性
に
気
づ
き
を
与
え
て

く
れ
る
儀
式
で
す
。
一
つ
の
印
と
一
つ

の
真
言
を
授
け
ら
れ
、
覆
面
と
呼
ば
れ

る
目
隠
し
を
さ
れ
た
ま
ま
、
仏
さ
ま
の

世
界
へ
導
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
再
び
眼

を
開
い
た
と
き
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ

な
い
仏
さ
ま
の
世
界
が
広
が
り
、
生
ま

れ
変
わ
っ
た
よ
う
な
晴
れ
晴
れ
と
し
た

気
持
ち
で
、
あ
ら
た
な
自
分
が
ス
タ
ー

ト
す
る
の
で
す
。

ま
た
高
野
山
で
は
、
僧
侶
と
し
て
の

基
本
的
な
修
行
で
あ
る
四
度
加
行
を
終

え
る
と
、
伝
法
灌
頂
に
入
る
こ
と
が
許

可
さ
れ
ま
す
。
こ
の
灌
頂
を
受
け
た
僧

侶
は
、「
阿あ

闍じ
ゃ

梨り

」
と
し
て
新
た
に
正

式
な
密
教
の
僧
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

そ
し
て
今
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か

け
て
、十
年
に
一
度
し
か
行
わ
れ
な
い
、

高
野
山
で
最
も
格
式
の
高
い
灌
頂
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。
学
修
灌
頂
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
そ
の
名
の
通
り
「
学
を
修

め
た
」
こ
と
で
の
み
受
け
る
こ
と
の
出

来
る
灌
頂
で
す
。
こ
の
灌
頂
を
受
け
た

僧
侶
は
、
真
言
密
教
の
教
授
者
と
し
て

の
法
燈
を
伝
え
る
「
伝
燈
大
阿
闍
梨
」

と
な
り
ま
す
。（
学
修
灌
頂
は
非
公
開
）

ど
の
灌
頂
も
、
共
通
す
る
の
は
「
新

た
な
自
分
と
出
会
う
」
と
い
う
こ
と
。

王
子
が
国
王
と
な
る
よ
う
に
、
小
僧
が

阿
闍
梨
と
な
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
い

ま
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
自
分
の
中
に

あ
る
仏
さ
ま
の
心
と
出
会
う
よ
う
に
。

灌
頂
は
、
私
た
ち
が
生
ま
れ
変
わ
る
た

め
の
儀
式
な
の
で
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

高
野
山
真
言
宗　

　
　

総
本
山　

金
剛
峯
寺

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
２
０
１
１

一
面
　
結け

ち

縁え
ん

灌か
ん

頂じ
ょ
う

金剛峯寺
通　　信



用語解説

性質別歳出　つづき

●物件費…旅費や消耗品費な
ど、他の性質に属さない消費
的な経費
●補助費等…各種団体などに
対する補助金・負担金、水道
事業に対する繰出金など
●繰出金…他の会計等に支出
するお金
●維持補修費…町が管理する
施設を維持・保全するために
行う施設の維持補修経費
●積立金…基金として積み立
てるお金
●貸付金…高野町内の小規模
企業振興のための銀行への預
託金

【目的別歳出】
○議会費…議会の運営経費
○総務費…防災対策、地域振
興対策など町民が安心して暮
らすための費用や基金への積
立金、選挙費、内部管理など
の経費
○民生費…障害者やお年寄り
に対する福祉、子育て支援な
どの事業費
○衛生費…健康で衛生的な生
活環境を守るための保健・医
療・環境などの事業費
○農林業費…農林業の振興を
図るための支援や生産基盤整
備などの事業費
○商工費…商工業の振興を図
るための支援や中小企業、観
光振興のための事業費
○土木費…道路、河川、公園
などの整備事業費
○消防費…町民生活の安全を
守る消防活動費
○教育費…学校教育・生涯学
習の充実、芸術・文化・スポー
ツ振興の経費
○災害復旧費…被災した施設
などの復旧に要した費用
○公債費…町が借りた借入金
の元金・利子の返済金

決 算 報 告
性質別歳出（一般会計）

目的別歳出（一般会計）

○ 地方消費税交付金 7,091 万 5 千円のうち消費税の税率の引き上げに伴う増収分
は、2,366 万 7 千円であり、そのすべてを社会保障の充実（社会福祉費、老人
福祉費、児童福祉費の一般財源）に対して使用しています。

【問い合わせ】会計課　☎ 0736 − 56 − 3000

平成30年10月26日  第52号  (4)高　　KOYA　　野



用語解説

【歳入】
■自主財源…町が自主的に調
達できる財源
○町税…町民の皆さんから納
めていただいていた税金や企
業からの法人税など
○使用料・手数料…町営住宅
等、町有施設の使用料と、諸
証明の交付手数料など
○繰入金…各基金や他の会計
などから繰り入れたお金
○繰越金…前年度決算で出た
剰余金など

■依存財源…国や県の基準に
より交付されたり、配分され
る財源
○地方譲与税…本来、地方税
として徴収すべき税を徴収の
便宜等から、いったん国が徴
収し、一定の基準に従い地方
に譲与される税
○地方交付税…財政力の差に
より行政サービスに大きな較
差が生じないように、一定の
基準により国から交付される
税
○国庫・県支出金…町が行う
特定事業に対して国や県から
その使い道を定めて交付され
る資金
○町債…道路や施設の建設や
改修などのための財源となる
長期的な借入金

【歳出】
性質別歳出
●人件費…議員報酬、特別職
給与、職員給与など、勤務の
対価として支払われる経費
●扶助費…社会保障制度の一
環として、児童、老人、障害
者、生活困窮者等を支援する
ための経費
●公債費…町が借りた借入金
の元金・利子の返済金
●普通建設事業費…道路や施
設の建設、大規模改修などの
ための経費

平成29年度

　高野町の会計は、総務費・民生費・教育費など行政サービスを行ううえで基
本となる一般会計と、国民健康保険など 10 の特別会計、水道事業会計の企業
会計、合計 12 会計から成り立っています。一般会計と特別会計と水道会計を
合わせた町全体の会計総額は、歳入 62 億 5,630 万円、歳出 59 億 2,889 万円と
なりました。

決算の概要

会計別決算総括表　　　　　　　　　　　　　　　　　

歳入（一般会計）

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引
一般会計 39 億 2,529 万円 37 億 5,868 万円 1 億 6,661 万円

特
別
会
計

国民健康保険 6 億 6,632 万円 5 億 6,362 万円 1 億 270 万円
国保富貴診療所 1 億 291 万円 9,175 万円 1,116 万円
簡易水道 3,284 万円 2,496 万円 789 万円
富貴財産区 510 万円 475 万円 35 万円
下水道 3 億 817 万円 3 億 60 万円 758 万円
農業集落排水事業 1,079 万円 876 万円 203 万円
介護保険 5 億 8,291 万円 5 億 5,718 万円 2,573 万円
生活排水処理事業 1,806 万円 1,680 万円 125 万円
高野山総合診療所 3 億 1,569 万円 2 億 8,343 万円 3,226 万円
後期高齢者医療 1 億 4,681 万円 1 億 4,190 万円 491 万円

水道事業
会計

収益的 1 億 3,141 万円 1 億 1,450 万円 1,691 万円
資本的 1,000 万円 6,196 万円 △ 5,196 万円

合　　　計 62 億 5,630 万円 59 億 2,889 万円 3 億 2,741 万円

歳入（一般会計）
○ 町税のうち都市計画税、961 万円は都市計画事業（都市計画費、上下水道

費のうち水道事業及び下水道事業）に要する経費に対し全額充当してい
ます。
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吉野川・紀の川流域協議会主催

「水環境に関する講演会」の開催について
○演題	：「長年にわたる吉野川の生物調査からみえるもの」
○日時	：11 月 23 日（金）13：30～ 15：00（予定）　※参加無料
○場所：上野公園総合体育館　研修室（奈良県五條市上野町 246 番地）
　　　　先着 100 名　現地集合
○講師：関西環境教育学会会長　本庄　眞氏
○主催：吉野川・紀の川流域協議会
○申込：ＦＡＸ・メールで（参加者全員の氏名・住所・電話番号をお書きください）
【申込・問い合わせ】企画公室　TEL：０７３６－５６－２９３２　
　　　　　　　　　　　　　　　FAX：０７３６－５６－４７４５
　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：info@town.koya.wakayama.jp

高野町町制施行90周年並びに富貴村合併60周年記念式典の開催

平成30年10月26日  第52号  (6)高　　KOYA　　野

平成 30 年、高野町は町制施行 90 周年並びに富貴村合併 60 周年を迎えました。そこで、記念式典を
開催します。式典では、町の功労者への表彰や記念品の贈呈を行いますので、町民の皆さまはぜひお越し
ください。
なお、当日、会場までの送迎バス等がご利用できます。詳しくは 10月 12 日に回覧
しましたチラシをご覧ください。
　　日時：平成 30年 12月 1日（土）午後 1時 30分～
　　場所：高野山大学松下講堂　黎明館

【問い合わせ】企画公室　企画広報係　☎ 0736 − 56 − 2932

この度、高野町をより多くの皆さまにＰＲすることを目的としてオリジナル年賀
はがきを限定販売します。
この年賀はがきを全国へ発送していただくことでＰＲすることができます。今年
初めての取り組みですので枚数や販売場所には限りがありますがぜひお買い求めく
ださい。

【販売期間】�平成 30年 11月 13日（火）　10:00 ～ 17:00 まで　
平成 30年 11月 14日（水）　10:00 ～ 17:00 まで　

【販売場所】高野町役場　1階ホール
【販売枚数】10,000 枚

【販売可能枚数】お一人様 10枚単位で 50枚まで
【販売価格】1枚 62円
【購入方法】予約販売はしていません。販売日当日直接現金でのお買い上げのみとなります。
【はがき仕様】普通紙　※インクジェット用ではありません。
　　　　　　　　　　※表面の差出人欄は使用できません。

枚数に制限がありますので、販売期間中に終了する場合もあります。ご了承ください。
【問い合わせ】企画公室　企画広報係　☎ 0736 − 56 − 2932

高野町オリジナル年賀はがきの限定販売について

イメージ
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秋
季
火
災
予
防
運
動
行
事
と

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

高
野
町
消
防
本
部
で
は
、
来
る
11
月
9
日（
金
）

か
ら
15
日（
木
）ま
で
の
1
週
間
に
わ
た
り
、
秋
季

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高

齢
者
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国

一
斉
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
当
町
に
お
い
て

も
各
種
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

運
動
初
日
の
11
月
9
日（
金
）に
は
高
野
町
消
防

団
並
び
に
金
剛
峯
寺
自
衛
消
防
隊
と
合
同
で
総
合

訓
練
を
行
い
、
下
記
の
と
お
り
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

い
た
し
ま
す
が
火
災
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日

は
車
両
パ
レ
ー

ド
等
の
実
施
に

伴
い
路
上
駐
車

は
ご
遠
慮
願
い

た
く
、
何
か
と

ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協

力
を
併
せ
て
お

願
い
し
ま
す
。

◆
サ
イ
レ
ン
吹
鳴　

7
：
30
と
11
：
00
頃
の
2
回

　
（ 

7
：
30
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
時
に
、
高
野
山
地
区

で
は
中
央
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
を
同
時
吹
鳴
し

ま
す
。）

◆
街
頭
防
火
啓
発

　

金
剛
峯
寺
前　

県
道
高
野
天
川
線
で

　

7
：
45
～
8
：
15
頃
ま
で

◆
車
両
パ
レ
ー
ド

　

高
野
山
地
区
一
円
を
10
：
00
～
10
：
50
頃
ま
で

◆
消
防
総
合
訓
練

　

 

総
本
山
金
剛
峯
寺
境
内
及
び
金
剛
峯
寺
前
駐
車
場

で
11
：
00
～
11
：
30
頃
ま
で

　

鼓
笛
パ
レ
ー
ド　

11
月
12
日（
月
）

10
：
00
～
11
：
00
頃
ま
で

　
　
　
　

持
明
院
信
徒
駐
車
場
前
～

金
剛
峯
寺
前
駐
車
場

　
　
　
（
雨
天
の
場
合　

11
月
16
日（
金
）に
延
期
）

　
【
問
い
合
わ
せ
】　

消
防
本
部　

予
防
係

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
０
１
１
９

11
月
9
日
の
行
事

※
そ
の
他
の
火
災
予
防
運
動
行
事

高野山大学図書館開館120周年記念講演会
（戸田文化講座）

【問い合わせ】高野山大学図書館　☎ 0736−56−3835

日時：11 月 25 日（日）10：00 ～ 11：30

場所：高野山大学本館 2 階　201 号教室

※申込不要、参加自由。

第 2 部（11：00～ 11：30）

竹村 牧男先生と前谷 彰

（高野山大学図書館長）による対談

第１部（10：00～ 10：50）

東洋大学学長　竹村 牧男先生講演

演題：即身成仏というこうと



【問い合わせ】生活環境課　環境衛生係　☎ 0736−56−376０

ごみ袋無料引換えはお済ですか？

8 月上旬に配布しました、ごみ袋無料引換券の引換期間は、平成 30 年 11 月 30 日まで

となっています。引換期間を過ぎると交換できません。

まだ、引換えをされていない方は、取扱店舗（店舗一覧表は引換券同封）にて、お早め

に交換をお願いします。

（可燃ごみ、プラスチック用、プラスチック専用いづれでも可）

平成30年10月26日  第52号  (8)高　　KOYA　　野

指定ごみ袋（大）の形状が変わります!!

【問い合わせ】生活環境課　衛生環境係　☎ 0736−56−3760

指定ごみ袋（大）【もえるごみ、プラスチック、ペットボトル】の形状を、袋の口のしば
りやすさと収集時の利便性を考慮して、レジ袋タイプに変更することにしました。
現在販売している指定ごみ袋の在庫がなくなり次第（平成 30年 11 月ごろ）、随時新しい
形状の指定ごみ袋に切り替えてまいりますが、現在の指定ごみ袋もそのまま使用できます。
今回は、形状が変わるだけで、価格及び容量は今までと変わりません。

※ごみの分別、減量化にご協力をお願いします。

現在の指定ごみ袋
イメージ図

【平袋タイプ】 【レジ袋タイプ】

新しい指定ごみ袋
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【問い合わせ】高野町中央公民館　図書室　☎0736−56−2076
※図書の貸し出しはお一人5冊まで、期間は2週間です。

◦�布絵本を貸出ししています。布絵本は、見たり、触ったりして楽しむことのできるおも
ちゃのような絵本です。ぜひ一度手に取ってみてください。
◦�図書の購入リクエストを受付けております。図書室に入れてほしい本がございましたら
お申込みください。
◦�図書室を通じて県立図書館の本を取り寄せることができます。詳しくは係員におたずね
ください。（到着には日数がかかりますので、予めご了承ください。）

11月4日（日）　 13：30 より、高野町「まちかどサロン～縁
え ん

～」でコロボック
ルによる『よみきかせの会』を開催します。

11月24日（土）  14:00 より、高野町「まちかどサロン～縁
え ん

～」でボランティ
アによる『よみきかせの会』を開催します。

　　※事前の申し込みは不要です。お気軽にお越しください。

お知らせ

イベントの
お知らせ

中央公民館

【申込み・問い合わせ】　高野町中央公民館　☎ 0736−56−2076（前田まで）

開 催 日：平成 30年 11月 26日（月）　　
講　　師：高野山大学名誉教授　山陰�加春夫　氏
集合時間：午前 7時（金剛峯寺前駐車場）　※花坂、かつらぎ町（日の丸観光営業所）経由予定
募集定員：30名（高野町在住者）�　※先着順�定員になり次第締め切ります
参 加 費：1,500 円（保険代ほか）
申込受付：平成 30年 11月 7日（水）～　※土日は除く
受付時間：9時～ 17時�厳守�
申込方法：電話のみ（住所・氏名・性別・年齢・電話番号）

※明石魚の棚商店街でご自由に昼食をおとり下さい　※神戸北野は自由散策です

～弘法大師ゆかりの地を訪ねて in 兵庫～ 
「平家物語」の須磨寺・善楽寺・神戸北野をめぐり研修を行います

中央公民館主催：大人のサンわく学

開催要項

高野山の貴重な伝統の一つ「宝来」をつくってみませんか。
来年の干支などを『切り絵』のようにして作ります。
皆さまのお越しをお待ちしております。

【問い合わせ】　教育委員会　☎ 0736−56−3050

日時　高野町中央公民館：平成30年11月19日（月）14：00～
東富貴多目的集会所：平成30年11月21日（水）13：00～

材料代：500 円

宝 来 作 り 体 験

※�高野紙は１枚ついています。カッター・
台紙等はこちらで用意します。申込み
は教育委員会まで（当日参加�可）
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TOPICS   11～12月

第10回高野町民ゴルフ大会 富貴小学校・
中学校運動会

9月17日 9月15日

9 月 17 日（月）、『第 10 回高野町民ゴルフ大会』
が紀伊高原ゴルフクラブで開催しました。

当日は 40 名の皆さまにご参加いただき、青
空の下すばらしいプレーで盛り上がり無事盛会
のうちに終了することが出来ました。

以下の結果となりましたので報告させていた
だきます。

　　優　勝　瓜ヶ平　学　様
　　準優勝　平野　健一　様
また、今大会開催にあたりご協賛ご協力いた

だきました皆さま方に厚く御礼申し上げます。
次回の大会

も沢山の皆さ
まのご参加お
待ちしており
ます。

平成 30 年 9 月 15 日、富貴
小学校・中学校にて運動会が
開催され、在校生 2 名の他、富貴地区住民等も参
加し、競技等に取り組みました。開会式での宣誓
に始まり、各競技盛り上がっていました。今回が
休校前最後の運動会ということもあって、閉会式
での在校生による感謝の言葉には、少し寂しくな
るものがありました。

町角歌謡サロンリズムからのお知らせ
10 月 7 日（日）、第 6回和歌山県知事杯に横川�良さん（町角サ

ロンお助けマン）が出場し、代表�中西�清美氏の指導により、見事
3位入賞しました。
また、現在、11月 5日（月）高野町公民館にて開催される文化祭
歌謡部の出場者募集活動を行っています。なお、出場者に限り、カ
ラオケスタジオひばり tone での練習及びレッスン受講が無料で
す。
今後とも高野町の歌謡、活性、活声に努力していきたいと思いま
すので、応援よろしくお願いします。

【問い合わせ】クラブ歌の輪　中西　☎080−3134−2609
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２
０
１
８
年
9
月
10
日
か
ら
14

日
の
5
日
間
、
高
野
町
役
場
に
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

初
日
と
2
日
目
は
、
福
祉
保
健

課
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
福

祉
保
健
課
の
森
さ
ん
と
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
湯
川
地
区
の
住

民
の
方
の
訪
問
を
福
祉
保
健
課
の

尾
家
さ
ん
と
、
同
じ
く
福
祉
保
健

課
の
中
西
さ
ん
と
細
川
地
区
で
の

健
康
相
談
の
同
行
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
住
民
の
方
の
お
話
を
伺

う
中
で
、
数
日
間
停
電
が
続
く
と

い
う
状
況
の
深
刻
さ
や
苦
労
を
痛

感
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
行
政
が
住
民
の
方

の
為
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
2
日
目
に
は
議
会
の
傍

聴
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ど
の

よ
う
に
議
会
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、

と
い
う
事
が
実
際
の
現
場
で
学
ぶ

事
が
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

3
日
目
は
、
教
育
委
員
会
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
の
飯
野
さ
ん
と
霊
宝
館
の
見
学

や
弁
天
岳
の
女
人
道
の
被
害
の
確

認
を
し
ま
し
た
。
霊
宝
館
で
は
、

所
蔵
し
て
い
る
文
化
財
の
説
明
な

ど
を
伺
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は

木
本
さ
ん
、
金
剛
峯
寺
山
林
部
の

職
員
の
方
、
和
歌
山
県
の
教
育
委

員
会
の
職
員
の
方
2
名
と
、
台
風

に
よ
る
倒
木
や
墓
石
の
被
害
調
査

を
同
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
世

界
遺
産
で
あ
る
奥
の
院
を
構
成
す

る
重
要
な
要
素
で
あ
る
、
樹
木
や

墓
石
の
被
害
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
高
野

町
が
世
界
に
誇
る
文
化
財
や
史
跡

に
つ
い
て
の
お
話
を
た
く
さ
ん
伺

う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

4
日
目
と
5
日
目
は
、
観
光
振

興
課
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

観
光
客
の
方
へ
の
案
内
、
ポ
ス
タ
ー

の
張
り
替
え
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
実
際
に
観
光
客
の
方
に
観
光

案
内
を
し
て
、
高
野
山
に
訪
れ
る

観
光
客
の
方
々
の
目
線
に
立
つ
必

要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。
観
光
振

興
課
で
は
、
最
新
の
情
報
を
発
信

し
て
い
く
う
え
で
の
、
ポ
ス
タ
ー

の
張
り
替
え
が
不
可
欠
と
い
う
こ

と
や
、
情
報
収
集
の
重
要
さ
を
学

び
ま
し
た
。

5
日
間
の
実
習
を
経
て
、
住
民

の
方
々
の
た
め
や
、
観
光
客
の
方

の
た
め
に
行
政
が
で
き
る
役
割
と

い
う
も
の
を
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
人
に
寄
り
添
う
行
政

と
い
う
も
の
が
こ
う
い
う
も
の
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
体
感
し
ま
し

た
。台

風
21
号
の
被
害
が
深
刻
な
状

況
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
企
画
公
室
を
は

じ
め
、
高
野
町
役
場
の
職
員
の
皆

様
に
と
て
も
親
切
に
対
応
・
ご
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
五
日

間
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

インターンシップを終えて
高
野
山
大
学
文
学
部
人
間
学
科

　
3
年
　
山
田
　
真
実



　マイナンバーカードや ICカードリーダをお持ちでない方も税
務署で発行した「ID」と「パスワード」で、自宅のパソコンやス
マホからｅ -Tax で申告ができます。
こんなに便利です
①�ｅ -Tax で送信すれば、源泉徴収票などの添付書類は不要！
　（自宅で保管する必要があります）
②�給与所得者（年末調整済み）で、医療費控除又はふるさと納税などの寄付金控除適用の方は、
スマホ専用画面をご利用いただけます！
③�申告書の控えはPDF形式でスマホに保存！

　IDとパスワードは、税務署で職員と対面による本人確認を行った後に発行しますので、発行
を希望される方は、運転免許証などの本人確認書類をお持ちの上、お近くの税務署にお越しく
ださい。

【問い合わせ】粉河税務署　☎0736−73−3301

～平成31年度1月～「ID・パスワード方式」が導入～

平成 30年分の年末調整の仕方、法定調書の作成方法等についての説明会を以下のとおり開催
いたしますので、ご案内申し上げます。
また、説明会では、年末調整における前年からの変更点をはじめ、平成 30年度税制改正事項
等についても説明いたします。
　なお、年末調整説明会当日の午後 3：30 から午後 4：30 に消費税軽減税率制度の概要や事業
者支援措置（補助金）についての説明会を開催いたします。

【問い合わせ】粉河税務署　☎0736−73−3301（代）
＊音声案内に従って、「2」をダイヤルしてください。

粉河納税協会　☎0736−73−2466

＊各説明会場を地域でご案内しておりますが、いずれかご都合の良い会場に出席していただいても構いません。
＊消費税軽減税率制度説明会の定員など開催予定の詳細については、国税庁ホームページをご確認ください。

【年末調整説明会】

年末調整説明会及び消費税軽減税率制度説明会のご案内

開　　催　　日　　時 開　　催　　場　　所 対　象　者

平成30年11月21日(水)
午後1時30分から
午後3時30分まで

かつらぎ総合文化会館
ＡＶホール

伊都郡かつらぎ町丁ノ町 2454

橋本市・
伊都郡の方

平成30年11月22日(木)
午後 1時 30分から
午後 3時 30分まで

岩出市立市民総合体育館
小ホール

岩出市荊本 63-2

紀の川市・
岩出市の方

平成30年10月26日  第52号  (12)高　　KOYA　　野

ｅ-Ｔａｘが簡単に！



(13) 第52号 平成30年10月26日高　　KOYA　　野

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、租税行政に対する知識と理解を深めていただ

くため、一年を通じて租税に関する啓発活動を行っていますが、毎年 11月 11日から 17日を「税

を考える週間」として様々な広報広聴施策を実施しています。

　平成 30年の「税を考える週間」のテーマは、「くらしを支える税」です。国民の皆様に適正・

公平な課税及び徴収の実現に向けた国税庁の取組をご紹介するとともに、税務行政に対するご

意見やご要望をお寄せいただく機会を設けています。

　詳しくは、国税庁ホームぺージ「www.nta.go.jp」をご覧ください。

【問い合わせ】　税務課　☎ 0736−56−3000

　町税は、まちづくりを支える大切な財源です。高野町では、納期限内に納付された方との公

平性を保ち、滞納の解消を図るために、県、和歌山地方税回収機構と合同で、11 月・12 月を

合同滞納整理月間として、税収確保に取り組みます。

　税金を滞納すると、本来納めるべき税金のほかに延滞金を納付しなければなりません。滞納

したまま放置すると、法律に基づき滞納者の意志に関わりなく、給与や預金、不動産などの財

産の差押えなどの滞納処分を受けることになりますので、納期限内に納税してください。

◆時間外の納税相談

昼間仕事の都合などで役場に来られない方は、事前に税務課まで連絡をしてください。
夜間でも随時、職員が納税相談に応じます。

１　日時　平成 30年 12月１日（土）

２　場所　紀の川市民体育館（紀の川市花野 604 番地２）

３　公売会参加に必要なもの

　　　①�購入代金�　②�本人確認ができるもの（運転免許証等）　③�印鑑

　　　④�委任状（代理人が入札する場合）　⑤�同意書（入札者が未成年の場合）

　　詳細は、和歌山地方税回収機構のホームページをご覧ください。

「税を考える週間」　11月11日から

11月・12月は『合同滞納整理月間』です。

【問い合わせ】　和歌山地方税回収機構　☎ 073−422−3630

和歌山市町村合同公売会のお知らせ
税金滞納により差押えた家電・雑貨などを公売します。



また、1
い い
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みらい

0日は「年金の日」です！

　日本年金機構は厚生労働省と協力して11月を
「ねんきん月間」と位置付け、公的年金制度の普及・啓発活動を積極的に行います。

11月はねんきん月間 です。

ご自身の年金記録や年金受給見込額を確認し、未来の生活設計について考えてみませんか？
年金保険料、納めていますか？
この機会に年金加入状況の確認を！

【問い合わせ】　お客様相談室　　　　　☎ 073−474−1813
　　　　　　　国民年金課　　　　　　☎ 073−474−1841
　　　　　　　年金ダイヤル　　　　　☎ 0570−05−1165
　　　　　　　予約相談受付専用電話　☎ 0570−05−4890

近畿税理士会では、税理士としての知識や経験を活かし

て、成年後見制度の利用を必要とする方やそのご家族・支

援者の方からの相談に応じるため、成年後見支援センター

を開設している（秘密厳守・無料）。予約は不要。

▽�相談日＝毎週水曜日（祝日及び夏期、年末年始等を除く）

10：00～ 12：00 ／ 13：00 ～ 16：00

▽会場＝近畿税理士会館（大阪市中央区）

▽（電話相談専用ダイヤル）　　�☎０６（６８０９）３６８０

▽（面談相談予約専用ダイヤル）☎０６（６９４１）２９２２

　問い合わせは近畿税理士会へ。☎０６（６９４１）６８８６

　詳細は近畿税理士会のＨＰで。http://www.kinzei.or.jp/

人権を考える強調月間
11月11日～12月10日

同和運動推進月間
11月1日～11月30日

　基本的人権の尊重と同和問題の解決をめざし、私たち一人ひとりが、

　差別や偏見を自分自身の問題としてとらえ行動していくことが大切です。

　みんなの力で、差別のない、人権が尊重される明るい社会を築いていきましょう。

【問い合わせ】総務課　人権担当��☎0736−56−3000

人権を守って明るい町づくり

成年後見支援センターのご案内
平成30年10月26日  第52号  (14)高　　KOYA　　野



詳しいことは、和歌山労働局労働基準部賃金室（☎ 073－488－1152）又は最寄りの労働基準監督

署へお問い合わせ下さい。

和歌山県最低賃金　時間額 803円
効力発生日　　　　平成 30年 10月 1日

【問い合わせ】自衛隊橋本地域事務所
橋本市市脇１丁目３番２ KK ６ビル３階　☎（０７３６）３２−０７４４

平成30年度　自衛官等募集案内
募集種目 受　験　資　格 受付期間 試験期日

自衛官候補生
（男子・女子） 18歳以上～ 27歳未満の者 年間を通じて行っ

ております。
受付時にお知らせし
ます。

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒（男子）

推薦

中学卒業（見込み含む。）17 歳
未満の男子で成績優秀かつ生徒
会活動等に顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる者

30年11月1日(木)
～11月30日(金)

31年1月5日(土)～
7日(月)までの間の
指定する1日

一般 中学卒業（見込み含む。）
17歳未満の男子

30年11月1日(木)
～31年1月7日(月)

◆1次試験
　�31年1月19日(土)
◆2次試験
　�31年2月1日(金)
　～4日(月)までの間
　の指定する1日

チェックしなくちゃ。

最低賃金！

高野山大学・学園祭〈曼荼羅祭〉開催のお知らせ
今年も、11月 3日（土）、4日（日）に高野山大学学園祭「曼荼羅祭」を行います。
万障お繰り合わせの上、ご来場ください。

【問い合わせ】高野山大学学園祭運営局（担当：熊谷）
TEL.0736−56−4582  FAX.0736−56−2746（代） 

日　時　平成30年11月3日（土）、4日（日）　各日とも9：00～17：00
場　所　高野山大学〔黎明館、黎明館前広場、茶室など〕
演　目　�声優トークショー（4日）、和太鼓演奏（3日）、仮面ライダーショー（3日）
　　　　利き焼餅（4日）、利きごま豆腐（3日）、早飲み（4日）、Fun× Famライブ (4日 )
　　　　模擬店　学生・教職員・学外の出店があります。
　　　　3日は、正門駐車場において高野町交流広場が開催されます。

(15) 第52号 平成30年10月26日高　　KOYA　　野



　日　　時：11月13日（火）　13：00～16：00まで
　場　　所：高野町役場　1階住民ホール
　相談内容：消費生活に関する心配事や悩み事、クーリングオフ、訪問販売、　　　　　　　
　　　　　　悪質リフォームなど
　　　　　　　※専門の相談員が対応します。電話での相談も受付けます。

　
　　　　　　　高野町相談会の日以外も対応します。
　紹　　介：和歌山県消費生活センター（和歌山ビッグ愛8F）　☎ 073－433－1551

【問い合わせ】総務課　消費生活相談係　☎ 0736−56−3000

11月の消費生活相談会のお知らせ

相談は無料で秘密は厳守します
毎月第 2 火曜日に開催しています

〒648−0073 橋本市市脇1−1−6JA橋本支店ビル2Ｆ　TEL：0736−33−2900 FAX：0736−33−2910
サポステきのかわは厚生労働省と和歌山県の共働事業です

【問い合わせ】若者サポートステーション With You きのかわ

「働きたい」を応援します！！（相談・利用無料、秘密厳守）
就労に関する悩みを抱える無業の若者（15～39歳）に寄り添いサポートします。

適職検査、興味検査で、自分に合った職種を見つけましょう。
履歴書作成、面接練習等、就職活動を全面的にバックアップ！
コミュニケーションワーク、パソコン講座、ビジネスマナー講座、職場体験・見学等、各種プロ

グラムを活用してスキルを身に着け、就労を目指します。

高野町サポステ出張相談会（要予約）
【日時】　毎月第3金曜日　11月16日（金）　13：00～16：00
【場所】　高野町まちかどサロン　～縁～（高野町高野山 388-6）
　ご予約の方は、下記連絡先または高野町福祉保健課（☎0736-56-2933）までお電話下さい。
　来月以降の日程や詳しい内容についてもお気軽にお問い合わせ下さい。

若者サポートステーションWith You
～若者のあらゆる相談を受け付けます。

また、働くことに悩みを抱える若者の職業的自立を支援しますのでご相談ください。

電話相談

（わかやま）☎０７３－４２８－０８７４
（きのかわ）☎０７３６－３２－０８７４
（南　　紀）☎０７３９－２４－０８７４ 

 受付時間：月～金曜　10：00 ～ 17：00
（祝日、年末、年始等除く）
　　　ホームページ

Ｗｉｔｈ Ｙｏｕ 和歌山

平成30年10月26日  第52号  (16)高　　KOYA　　野



日　時　　月曜日～金曜日  （祝日・年末年始・警報発令時はお休みします）
　　　　　9：00～14：00　　※申込は不要です　※時間内の出入りは自由です
場　所　　子育て支援センター（高野町保健福祉センター内）
持ち物　　水筒、タオル、着替え
お願い　　子育て支援センター内での事故やケガにつきましては保護者の方の責任でお願いします。

【問い合わせ】子育て支援センター　☎0736−56−3938

11 月 の
予 定

2日（金）
散　　歩

10：00～11：00

7日（水）

園庭遊び
10：00～11：00

13日（火）

3B体操
10：00～11：00

30日（金）

みんなの集い
10：00～11：00

20日（火）

制　　作
10：00～11：00

(17) 第52号 平成30年10月26日高　　KOYA　　野

【問い合わせ】橋本保健所　保健福祉課　三木・加藤　☎0736−42−5440

精神障害のある方のご家族の集まりです。
「どうしたらいいのかな？」「みんな、どうしているのかな？」「話を聞いてほしいなぁ」

親御さんのこと、お子さんのこと、兄弟のこと・・・
なんでも気軽に聞いたり、話したりできる集いです。

皆様のご参加、お待ちしています。

日　　程：平成 30 年 12 月 19 日（水）
平成 31 年 2 月 20 日（水）

時　　間：13：30 ～ 15：30
場　　所：橋本保健所　2 階　会議室（橋本市高野口名古曽 927）



ウォーキングは手軽にできて、健康効果が高い運動です。ウォーキング
は継続して行うことが大切ですが、冬季は、積雪などで外に出て歩くのが
難しくなります。
これからの季節、「こうぼうウォーキング」では、屋内で運動を行い、
暖かい季節を迎えた時にまた外に出て歩けるよう準備をします。
みなさんお誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください。

＊和歌山県が実施している「健康づくり運動ポイント」にも使用できますので、登録されている方は是非ご参加ください。

認知症カフェは、介護や福祉のこと、認知症に関する相談や情報交換など、お茶を飲みながらゆったりと
話し合う場です。認知症または、介護を必要とされている方やその家族、地域住民の皆様など、どなたでも
自由に参加いただけます。

～今後の開催予定～
高野山多目的集会所　　　　　　　　11/  8（木）　10：00 ～ 12：00
高野町富貴高齢者生活福祉センター　12/13（木）   10：00 ～ 12：00

＊認知症カフェは、国の認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）に基づき全国で実施されています。
　　本町においては、今年7月より「おれんじカフェ」の名称で実施しています。
　�認知症カフェに限らず、介護保険や介護サービスの相談などお気軽に地域包括支援センターまでおたず
ねください。

～認知症カフェが始まっています。～

高野町地域包括支援センターよりお知らせ

【問い合わせ】高野町地域包括支援センター
0120−814−180（フリーダイヤル）☎ 0736−56−2933

【問い合わせ】福祉保健課　保健係　☎0736−56−2933

●日　　時：平成 30年 11月 21日（水）10：00スタート（受付：9：30から）
●場　　所：高野町保健福祉センター
　　　　＊�高野山以外の地区にお住まいで運転されない方は、送迎いたしますので事前にお問い合わせ

ください。
●今月の内容：ラジオ体操、フィットネス機器を用いた室内運動
　　　　＊�フィットネスジム機器利用料が通常 100 円のところ、こうぼうウォーキングでは無料で使用

できます。
　　　　＊健康器具での運動強度は自分の体力に応じお選び下さい

＊報恩高野市で使用できるチケット発券 !
●持ち物等：タオル、室内用運動靴、飲み物等　＊運動できる服装でご参加ください。
●主　　催：高野町福祉保健課　　
●協　　力：（一社）高野町観光協会

みんなで歩こう！

～高野町健康づくり～ こうぼうウォーキング

★ 平成30年11月の実施について ★

平成30年10月26日  第52号  (18)高　　KOYA　　野



11月の健康づくり便り

こどもの健康づくり

健
康
診
査
・
相
談

乳幼児健診の対象児 健康相談の対象児 実施日／会　場

4ヶ月児

6ヶ月児

10ヶ月児

1歳6ヶ月児

3歳6ヶ月児

Ｈ30年 7月生れ

Ｈ30年 5月生れ

Ｈ30年 1月生れ

Ｈ29年 3月生れ

Ｈ27年 3月生れ

4ヶ月児

6ヶ月児

10ヶ月児

1歳6ヶ月児

2歳6ヶ月児

3歳6ヶ月児

Ｈ30年 8月生れ

Ｈ30年 6月生れ

Ｈ30年 2月生れ

Ｈ29年 4月生れ

Ｈ28年 4月生れ

Ｈ27年 4月生れ

11月26日（月）
高野町保健福祉センター
○健康相談 10：00 ～ 11：00 

(4,6,10ヶ月児)
※ 上記以外の対象児は、各戸日程

相談のうえ実施。 　　　
○乳幼児健診 13：30 ～ 14：00

 大人の健康づくり

健

康

相

談

会　場　名 実　施　日　時 備　　考

高野山多目的集会所 1日（木）14：00～ 15：00

桜茶屋�（西山様宅） 5日（月）12：30～ 13：00

西郷集会所 5日（月）13：15～ 13：45

高根集会所 7日（水）10：00～ 10：30

大滝集会所 7日（水）14：00～ 14：30

杖ヶ藪　龍福寺 8日（木）15：30～ 16：00

相ノ浦集会所 9日（金）10：00～ 10：30

東細川集会所 13日（火）10：30～ 11：00

西細川多目的集会所 13日（火） 9：30～ 10：00

下筒香集会所 16日（金） 9：30～ 10：00

上筒香集会所 16日（金）10：20～ 10：50

（旧）筒香小学校 16日（金）11：00～ 11：30

神谷多目的集会所 19日（月）10：00～ 10：30 10：30 ～生活リハビリ（500 円）

湯川集会所 22日（木）10：00～ 10：30 理学療法士が同行します。

中の橋老人憩いの家 28日（水）13：30～ 15：00

※保健師による相談と簡単な健康チェック（血圧測定、検尿等）を行います。

高野町の人口
（9月末日現在）

◆人口3，095人（前月比＋１）　男1，497人／女1，598人　世帯1，687戸（前月－1）
◆出生　0 人　　◆死亡　3 人　　◆転入　16 人　　　◆転出　12 人

【問い合わせ】福祉保健課　保健師　☎0736−56−2933

(19) 第52号 平成30年10月26日高　　KOYA　　野



高野町企画公室／〒 648-0281 高野町大字高野山 636 番地
TEL：0736-56-3000（代表）　FAX：0736-56-4745

発行・編集

【問い合わせ】福祉保健課 保健師 　☎0736−56−２９３3

風邪を予防しましょう！
気温が下がると空気が乾燥して、風邪をひきやすくなります。そこで、日頃から食事や運動を通して、
インフルエンザや風邪を寄せつけず、ウイルスや細菌に負けない体づくりをしておくことが大切です。
風邪やインフルエンザの予防には、主に 6つの注意点があります。

それでも、風邪をひいてしまったら………
いつも風邪をひかないように注意しているのに、咳や鼻水が出たり、熱っぽかったりしたら、速やかにかかりつけの医
院か、近くの耳鼻科で受診しましょう。

平成30年10月26日  第52号  (20)高　　KOYA　　野

高野町長　平野 嘉也11 月号のメッセージ
9 月定例議会も条例、補正予算、その他の案件含め提案した全 26 案件について議会の承認・同意をいただき終

了いたしました。その中で 29 年度決算認定もあり、一般会計において実質収支 106,162,432 円の黒字決算となり健
全財政で安定している事をご報告させていただきます。また 9 月の 21、24 号台風では高野町はじめ周辺各地域に
大きな被害をもたらしました。被害にあわれた皆様にお見舞い申し上げると共に、本復旧にむけて町として関連機
関と協力して参りたく思います。

さて、今月は 2 年前から取り組んでいる「高野山・有田川流域の農林業システム」を日本農業遺産に！その次は
世界農業遺産に！と認定を頂く為の取り組みを少し紹介させていただきます。

日本農業遺産とは伝統的な農林水産業を営む地域（農林水産業システムと言われています）を農林水産大臣が認定する制度であり平成
28 年 4 月に創設され認定作業は 2 年に 1 度行われます。現在７県の 8 地域が認定を受けております。今回、高野町、かつらぎ町、有田川
町及び和歌山県をはじめとする関係諸団体で世界農業遺産推進協議会を設立し本年 8 月 8 日の一次審査（書類審査）は無事通過し、10 月
3 日に世界農業遺産等専門家会議委員、農林水産省による現地調査がありました。今回の取り組みは、この制度が始まった 2 年前より取り
掛かり、来年の 2 月ごろに認定して頂けるように進めています。これらの地域は有田川で結ばれており、高野山で営まれる「自然と共生し
た林業」は、有田川の清流を育み、花園・清水地域では有田川を活かした農林業を行い、高野山はじめこの流域の生活をも支えています。
急峻な山々に囲まれた高野山領であった花園・清水地域において、人と人・人と自然が共生し、限られた土地や資源を最大限に活かした
農林業を営み、暮らしを維持してきたこの地独自のシステムを、しっかり次の世代に発展した形で引き継ぐために認定に向けた作業を行っ
ています。世界文化遺産等と違い少し地味風ですが、これからの町やその流域の 1 次産業の活性化へ繋いでいく大切なきっかけとしなけれ
ばなりません。今後認定に向けて進めていく中で、住民の皆さまと共に町全体で認定に向けての機運も高めていきたく思いますのでご理解
ご協力よろしくお願いいたします。

7 月より始めました平成 30 年度タウンミーティング（町行政報告＆意見交換会）も各地域を回り、今後の町政の大きな方向性や、30 年
度の町行財政・多方面にわたる事業の説明を行うと同時にそれぞれの地区の諸課題について意見交換をさせていただきました。平成 26 年
度から始めたタウンミーティングも今年度で 5 年目（通算 75 回）になりますが、毎年宿題を頂き少しずつではありますが課題への対応が
できているのではないかと思います。（満点回答ではありませんが…汗）

それぞれの地域の皆さまにお会いできることを楽しみに、またこの町のことを一緒に考えるよい機会でもありますので今後もよろしくお
願いいたします。

まもなく 11 月、前半は「文化表彰、町民文化祭」や「第 4 回高野町民交流ひろば」、「高野山大学学園祭」等催し等も盛りだくさん !（^^）!
そして後半には冬支度、…インフルエンザ等の季節にもなりますので体調を崩されませんようご自愛ください。

①バランスの良い食事 ②適度な運動

④手洗い・うがい ⑤部屋の湿度調節 ⑥マスクの着用

③充分な睡眠
主食・主菜・副菜を組
み合わせた食事を心がけ
ましょう。風邪の予防に
は、免疫細胞を作る肉、魚、
卵、大豆製品など、皮膚
や粘膜を保護しウイルス
の侵入を防ぐ緑黄色野菜、
免疫細胞を活性化し抵抗
力を高める淡色野菜や果
物、免疫細胞の老化を防
ぐナッツやゴマなどの食
べ物が効果的です。

少しぐらい寒くても身体を動かし、体を内から温める
ようにしましょう。ウオーキングがお勧めですが、テレ
ビを見ながらのストレッチやラジオ体操も有効です。

外出から家に帰った時や、
食事の前にはせっけんを使っ
て手を洗い、指先から手首の
上までしっかりと洗いましょ
う。うがいは、まず口を軽く
ゆすいでウイルスを流してか
ら行うのがより効果的です。

空気が乾燥しているとウイ
ルスが活発に活動するので、
加湿器を稼働させるか、濡
れたタオルを干したり、水の
入ったコップを置くようにし
ましょう。

マスクはウイルスを吸い込
むリスクを下げてくれるとと
もに、鼻やのどの乾燥を防い
でウイルスの侵入を防ぐ効果
が期待できます。顔にフィッ
トさせましょう。

眠ることで身体は一日の疲れを取
り、免疫力を高めてくれます。体を温
める寝具でしっかり休みましょう。


